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評価書からの主な変更について

平成２５年 １月３０日

近畿地方整備局 足羽川ダム工事事務所



○ 評価書の主な変更内容について

国土交通大臣意見を踏まえた評価書の記載事項の修正

（２件）

・ 動物の重要な種（アジメドジョウ）に関する

（２件）

環境保全措置の検討結果及び事後調査の手法等

・ 廃棄物等（伐採木）に関する環境保全措置の検討廃棄物等（伐採木）に関する環境保全措置の検討

1



評価書 補正評価書（案）

・ 動物の重要な種（アジメドジョウ）に関する事後調査の手法等 （１／２）

２



評価書 補正評価書（案）

・ 動物の重要な種（アジメドジョウ）に関する事後調査の手法等 （２／２）

３



評価書 補正評価書（案）

・ 廃棄物等（伐採木）に関する環境保全措置 （１／２）

４



評価書 補正評価書（案）

・ 廃棄物等（伐採木）に関する環境保全措置 （２／２）

５



○ その他、評価書の記載内容の軽微な修正について

予測評価の説明に関する評価書の記載事項の修正（予測評価の結果に変更なし）

・ 工事の実施における土砂による水の濁りの発生源となる裸地面積の考え方

（４件）

事 実施 質 す 境保全措 検

・ 工事の実施における土砂による水の濁りの発生源となる裸地面積の考え方

工種毎で発生する裸地への措置（予測評価における裸地面積の算出の考え方）が不明確であったため、予測評価の
前提とした措置の内容について説明の補足を追加した。

・ 工事の実施における水質に関する環境保全措置の検討項目

pH,T-N,T-P,COD,BOD及びDOに関して、環境保全措置を検討しない理由が不明確であったため、判断した理由に
ついて説明の補足を追加した。

・ 試験湛水期間における土砂による水の濁りに対する環境保全措置の比較

・ 〃 水温に対する環境保全措置の比較

環境保全措置の比較検討にあたり 他のダムの実績から他の案が最も効果があるように判断できるが 採用した理由

その他の評価書の記載事項の修正 （より適切な表現の追加・変更）

環境保全措置の比較検討にあたり、他のダムの実績から他の案が最も効果があるように判断できるが、採用した理由
の説明が不十分であったため、その理由については、当事業の問題点及び対策内容を総合的に勘案し現案を採用し
ていると説明をを明確にするため。

（１７件）その他の評価書の記載事項の修正 （より適切な表現の追加 変更）

・ 試験湛水期間の富栄養化の評価における「OECDの栄養度の区分」の表現

（１７件）

「OECD（経済協力開発機構）の富栄養化基準」から「OECDの栄養度の区分」に、より適切な表現に変更した。

・ 廃棄物等の予測におけるCo塊及びAｓ塊の「産業廃棄物処理業者への委託処理」の表現

６「中間処理施設で処理」から「産業廃棄物処理業者への委託処理」に、より適切な表現に変更した。 など


